口腔機能向上　アセスメントマニュアル(訪問用)

Ⅰ　アセスメント

１．　総入れ歯のある人だけに行う。入れ歯の適合状態と関連が深い。食べ物を噛みにくいため食事の時ははずし、普段は美容上入れている人や、入れ歯で歯ぐき等が痛いため普段は使わず、食事の時だけ使う人もある。持っていても全然使わない人もある。いずれも適合するよう微調整や作り直しが必要となる可能性があると考えられるので、該当が④以外の場合は歯科医師・歯科衛生士との連携をとり対応する。

２．　歯または義歯の左右の奥歯を上下しっかり噛みしめられることは、十分な咀しゃくや嚥下のための顎の固定など重要な機能の１つである。両手の指を揃えて顔の耳の下、奥歯(咬筋)のあたりに当て、歯を噛みしめてもらい、強弱を確認する。該当が②・③の場合、奥歯の有無も含め、歯科医師・歯科衛生士と連携をとり改善を図る。日常的には健口体操をすすめる。

３．　①はほぼ３㎝の開口、②は２㎝、③は１㎝以下に相当する。該当が②・③の場合、食物の取り込み、食べこぼし、発音不明瞭などがおこる可能性が考えられる。健口体操の特に「顔面体操」「あいうえお体操」の励行をすすめる。③の場合は、歯科衛生士による原因の把握と歯科・口腔医療との連携をとり改善を図る。

４．　口の渇きは食物の飲み込み、舌の動き、口腔内不潔、話しにくさなど日常生活に問題が出てくるので、歯ブラシによる口腔内刺激や唾液腺マッサージ、舌体操などを積極的にすすめる。

５．　空気で頬をふくらませ、ぶくぶくと空うがいをして、口から空気が洩れないか、空気を右頬、左頬に移動して両方とも十分ふくらむかをみる。該当が②・③の場合は具体的内容を記入し、サービス計画を作成する。

　　　該当が②・③の場合は「顔面体操」「あいうえお体操」や、歯ブラシの柄先による内頬のストレッチをすすめる。

６．反復唾液嚥下テスト(RSST)は、嚥下機能をみるテストである。対象者の”のどぼとけ”のところに、調査者が片手の指を３本揃えて軽く当て、片手にストップウォッチを準備し、「つばをごっくんと何回も続けて飲みこんでください」と指示してストップウォッチを押し、のどぼとけが１回上って下りるのに要した時間(秒)を記録し、続けて２回目の嚥下が終った秒、３回目が終った秒をそれぞれ記録する。これを「積算時間」という。最大６０秒(１分間)をテスト時間とし、その間に３回終らなくても終了する。


　　　


７．　奥歯の残渣を確認することには抵抗が考えられ、前歯列に残渣が見られれば当然奥歯にもあると判断し、該当が②・③の場合は歯みがき指導と継続的なチェックが必要。

８．　該当が②・③の場合、舌苔が細菌の付着であることや、口臭の原因となる可能性を説明し、歯ブラシでの除去方法のアドバイスが必要。力を入れすぎ舌の表面を傷つけないよう注意。

９．　前歯表面にヌルヌルが見られたら口腔全体が不潔になっていると判断できる。該当が②・③の場合は、気道感染予防の重要性を説明し毎食後に（義歯があればはずして）歯や義歯、口蓋、口腔粘膜の清掃の必要性を話し、継続的にチェックが必要。

10．　歯垢染め出しを行い、アセスメント項目最後の染め出し記録欄(図)に記入。該当が②・③の場合はプラーク付着歯、程度などを体的に記入し、サービス計画を作成。

11．　染め出しで接近した際に口臭が②・③の場合は記録し、歯みがき援助の機会に虫歯などの有無、舌苔の有無などを観察して歯科衛生士と連携をとりながら口腔ケア援助を行う。

12．　該当が②・③・④・⑤の場合、入れ歯の着脱をしているか否か、とくに部分入れ歯の着脱が自己実施できるか否かを確認し、不可の場合は歯科衛生士の訪問指導を検討する。

13．　訪問アセスメントの際、歯垢染め出しのうがい水やコップの始末のついでに洗面所で歯ブラシの毛先の広がりが、②・③の場合は記録し、後日、歯みがき援助の際に、何気ない風に、歯ブラシ交換の頻度などアドバイスを行う。

14．　質問13．と同様に歯ブラシの根元の汚れの有無や乾燥状態を観察し、該当が②・③の場合、一般論的な言い方で洗浄液に浸して消毒することをアドバイスする。

15.　　口腔機能向上を実施した場合の事後アセスメント時に行なう。

好ましい変化(総合評価)

　　　口腔機能向上を実施した場合の事後アセスメント時に行なう。

Ⅱ　実施のための利用者の情報

医師・歯科医師等の指示または連携

　口腔機能に関して、医師や歯科医師等からの指示がある場合は入力する

特記事項

　口腔機能に関して特に配慮すべき項目がある場合入力する
歯垢染め出し記録　(印刷用)

　染め出しを用い、歯垢付着部分を赤色で塗り、本人に手鏡で見てもらうことにより、みがきにくい部位を確認し、正しく磨くことの励行の動機づけにする。

この欄は事前事後アセスメント時に印刷して使用するのみで、入力は不要。

汚れの程度をアセスメントの10．に記録する

ＲＳＳＴの入力方法


　開始　　→　　1回目　　→　　2回目　　→　　3回目








この場合　1回目までの秒数・・・　 3.00


　　　　　2回目までの秒数・・・　13.00


　　　　　3回目までの秒数・・・　26.50 　と積算時間を入力





3秒





10秒





13.5秒
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